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□ 頭痛、 吐き 気、 嘔吐

□ 意識がない、

　  反応がおかし い、

　  ぐ っ たり し ている

□ けいれんがある

□ 水分がと れない

□ 汗がでなく なる

熱中症

急いで受診

の 目目 安

４ 　 救急車を呼ぶ時は

119 番に電話する と 消防署から 次のよ う に聞かれます。

落ち 着いてはっ き り と 答えてく ださ い。

◦ 火事ですか、

　 救急ですか

◦ どう し まし たか

◦ 住所と 名前は

◦ 電話番号は

◦ 目標になる も のは

◦ 救急です

◦ 子ども のけいれんが
　 止まり ません

◦ 長野市○町 112

◦ 長野　 太郎です

◦ 026 ― 000 ― 0000

◦ 近く に○公園があり ます

◦ 汗や体温、 顔色や泣き 方など、 子ども の様子を気にかけまし ょ う 。

◦ 水分を 多めにと り まし ょ う 。

　 応急処置と し て、 まず、 涼し い場所に移動し 寝かせまし ょ う 。 次に、 服をゆるめ、 首、

わき の下、 頭、 太も も の付け根など を 保冷剤や濡れタ オルで冷やし、 う ち わなど で

あおいであげまし ょ う 。 同時に経口補水液や少量の糖分や塩分を 含んだイ オン 飲料

などを 与えまし ょ う 。

◦ 暑い日は、 メ ッ シュ 素材など 熱のこ も ら ない素材や薄い色の衣服を 選び、 外出時は

日光を 遮る帽子を身につけまし ょ う 。

子ども は、 体温調節機能が未発達です。 特に汗をかく 機能が未熟で、 体に熱がこ も り やすく 、

体温が上昇し やすく なり ます。 また、 身体が小さ いので、 地面に近い所で過ごすこ と が多く 、

地表から の熱を受けやすく なり ます。 そのため、 主に初夏から 夏にかけて熱中症が起こ る心配が

あり ます。 症状は急に進むこ と も あり ますので、心配な時は早めに医療機関を受診し てく ださ い。

解 説

◦ 汗を かかなく なる 、 元気がなく なる 、 ふら ふら し て

いる 、 顔色が赤く （ 青く ） なる 等は熱中症を 疑う サ

イ ン です。こ のサイ ン が見ら れたと き は、「 水分補給」

と 「 冷やす」 こ と を 心掛けまし ょ う 。

◦ 気温や湿度が高い真夏に起こ り やすいですが、 急に

気温が上昇し た日など、 真夏でなく ても 起こ るこ と が

あり ます。 予防が大切なので、 水を こ まめに飲ませ

たり 、 服装に注意し たり 、 涼し い場所で適度に休憩

する などの配慮をし まし ょ う 。

◦ 外部環境から 過度の熱が加わる 場合や、 体から の熱

が外に出せない場合に起こ り やすく なり ます。 その

た め、 自動車の車内な ど 暑い環境で 長時間過ご す

こ と がないよ う にし まし ょ う 。

暑さ でぐ っ たり し ていたら （ 熱中症）暑さ でぐ っ たり し ていたら （ 熱中症）

救急車の呼び方


